
 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書（抜粋） 

 

（申請者） 本郷地区町会連合会 

 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

⑴  本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 大音寺山みんなの里山づくり実践事業 

実 施 主 体 NPO法人 浅間温泉木の絆会 

実施日（期間） 令和４年４月１日 〜 令和５年３月３１日 

実 施 場 所 本郷地区大音寺山 

事 業 概 要 

20年前、大音寺山を中心に大規模な火災が発生しました。被災木の処理後、大音寺

山に遊歩道を整備し、サクラや紅葉を植樹し、ベンチやあずまやを造り、留学生等が

第二のふるさとと思える場所を整備する「国際交流・国内交流木の絆事業」を実施し

てきた。 

大森林火災から20年、里山づくり実践事業開始から10年を迎えた。交流の場、憩い

の場の整備の活動から10年を迎え、記念に標柱の建て替えを行った。 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

大規模火災の後、大音寺山遊歩道は10年にわたり、地域住民の参加と社会奉仕

団体、公共団体の協力によって花木の植樹を3,000本と250本の擬木設置等の環

境整備を実施してきた。浅間温泉の新観光名所として更に無料駐車場を整備し、チ

ラシを配布するなどPRに努めている。 

標柱の建立及び看板の設置は、活動とその成果を後世の人々へ伝え、観光名所

のPRに役立っている。 

 

 

課 題 
新たな会員の確保や事業を実施するための資金不足が今後の課題 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

160,000円 100,000円 0円 60,000円 

ａ：本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ：前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ：この事業に充当したその他の財源の額 

 

② 事業名： 本郷地区有害鳥獣埋却事業 

実 施 主 体 本郷地区有害鳥獣対策防護柵管理委員会 

実施日（期間） 令和４年４月１日 〜 令和５年３月３１日 

実 施 場 所 本郷地区 

Ｉ 金 ８００，０００ 円 



事 業 概 要 

本郷地区有害鳥獣対策防護柵管理委員会は、地元町会長及び地元農家組合長

等の地区住民で６支部から構成されており、有害鳥獣の駆除、防護柵の維持管理を

実施している。駆除した有害鳥獣の埋葬用穴の掘削覆土事業は、農業生産振興事

業補助金を活用する。駆除のための追い出し、防護柵補修の参加者の保険料等諸

経費は、当交付金を活用する。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

地域住民の安全と自然保護や耕作物保護等、地域づくりの基本である「地域を守

る」ことを目的とし、地区住民が継続して協力し合うことで地域の発展維持に期待さ

れる。 

課 題 
防護柵の維持管理や災害・松枯れ倒木等による補修が、委員高齢化のため人手不

足であり、補修資材経費の確保が課題 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

295,140円 100,000円 0円 195,140円 

 

 

④ 事業名： 本郷遺族会事業 

実 施 主 体 松本市遺族会本郷支部 

実施日（期間） 令和4年４月１日 〜 令和5年３月３１日 

実 施 場 所 本郷地区 

事 業 概 要 

 世界恒久平和の実現に向け、先の戦争において犠牲となった多くの方々

を慰霊するとともに、地区内の慰霊碑等の管理を行う。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 戦争の悲惨さを後世に語り継ぎ、平和な世界の実現に寄与する。 

課 題 
会員の高齢化、会員の減少 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

23,000円 20,000円 0円 3,000円 

 

⑤ 事業名： 浅間温泉ほたるの里環境整備事業  

実 施 主 体 浅間温泉ほたるの里づくりの会 

実施日（期間） 令和4年４月１日 〜 令和5年３月３１日 

４ 本郷地区 

事 業 概 要 

１ ほたるの里の環境整備 

⑴ 光を遮断する垣根づくりの植樹 

⑵ 水路の補修、土手斜面の補修等の環境整備（春・秋に実施） 

⑶ 見学通路の転落防止杭の丸太打ち工事の実施 

２ カワニナの増殖 

  水路へのカワニナ飼料の散布、餌くれ及び補充を実施 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 ６月15日から７月16日までホタル飛翔観察調査を行った。毎日１００匹以上の飛

翔、乱舞が見られ、地域の皆さまや観光客の皆さまに好評であった。 

 今年の飛翔は１，500匹弱であった。（前年１,933匹） 

課 題  ほたるの里づくりを始めて２2年目になり、ほたるを飼育している蛇行水路は年々



水漏れが拡大している。水路溝の全面改修が必要となっており、改修費用が高額で

あり課題となっている。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

２２６,339円 200,000円 0円 ２６，３３９円 

 

⑥ 事業名： 本郷地区文化財研究事業 

実 施 主 体 本郷歴史研究会 

実施日（期間） 令和4年４月１日 〜 令和5年３月３１日 

実 施 場 所 本郷地区 

事 業 概 要 

 本郷地区内の、歴史的価値のある文化財を後世に残すため、調査・研究

を行い、地域の宝として周知する。4年度は本郷地区の巡回調査を行い、3

回の研究発表を行った。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 郷土の歴史と文化財を大切にし、調査研究を通じて地域文化の振興に貢

献している。 

課 題 
 地域の歴史や文化財的価値のある物の存在を知る地域住民が減少して 

おり、後継者の育成が重要。説明版の更新が必要 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

79,890円 70,000円 0円 9,890円 

 

⑦ 事業名： 高齢者親睦事業 

実 施 主 体 本郷地区松寿連合会 

実施日（期間） 令和4年４月１日 〜 令和5年３月３１日 

実 施 場 所 本郷地区 

事 業 概 要 高齢者の親睦を深めることで、福祉の増進と健康寿命の延伸を図る。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

各種イベントを行うことで、福祉及び健康に対する意識向上を図るととも

に、健康寿命増進が図られる。 

課 題 イベント参加者の固定化を解消し、新たな参加者の確保が重要 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

154,419円 30,000円 0円 124,419円 

 

⑧ 事業名： ボランティア活動事業 

実 施 主 体 本郷地区ボランティア協議会「ささえあいの会」 

実施日（期間） 令和4年４月１日 〜 令和5年３月３１日 

実 施 場 所 本郷地区 



事 業 概 要 

 本郷地区内の住民を対象に福祉及び健康に対する意識を高める講座等

を開催 

１ 研修会 ２回開催 

 ⑴ ささえあい研修 

 ⑵ ささえあい交流会 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 長野市長沼地区での研修は、台風災害時の状況と災害時における取組

について被災地の自治会の協力を得て実施できた。この研修は、地域内で

のボランティア活動時において留意する点等を学び、今後の活動に活かす

ことができ、活発な意見交換ができた。 

また交流会は、今後の活動意欲を掻き立て、交流促進が図れたよい機

会となった。 

課 題 
 新たな会員の確保や強化 

 研修会への参加者の固定化の解消 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

173,986円 50,000円 0円 123,986円 

 

 

※ 事業が４以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

  1,1112,774円    570,000円    0円   542,774円 

Ａ：各事業のａの合計額 

Ｂ：各事業のｂの合計額 

Ｃ：各事業のｃの合計額 

 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

事業名： 本郷地区松本市合併５０周年記念事業 

積 立 目 的  本郷地区が松本市に合併し５０年を迎えることを記念し、事業を行うもの。 

積 立 期 間     平成２７年度から  令和５年度まで （本年度  ４年目） 

積立ての 
目標金額 

９４０，０００円 

積 立 実 績 

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差 引 累 計 

前年度 

までの 

積立経過 

１ 年 目 150,000円 0円 150,000円 

２年 目 50,000円 0円 50,000円 

３年 目 50,000円 0円 50,000円 

４年 目 230,000円 0円 230,000円 

５年 目 230,000円 0円 230,000円 

６年 目 0円 0円 0円 

本年度の積立実績 Ｄ      0円 Ｅ       0円 Ｆ      0円 

合 計 額 710,000円   



本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体  

 実施日（期間）  

 実 施 場 所  

 事 業 概 要 
本郷地区が松本市と合併し、５０年を迎える令和６年５月に記念式典を実施し記

念誌を発行する。 

 
地 域 づ く り の 

成 果 ・ 効 果 

 

 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

   

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続（  年度まで）・ 廃止 

 
廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

 

Ｅ：充当した積立金の額 

Ｇ：その他の財源の額 

※ 事業が２以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金        0円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 


